
１．はじめに
本稿は，２０１１年１０月２９日に大阪市立自然史博物館に

おいて開催された化石研究会例会における同タイトル

の講演内容に加筆・修正を加えたものである．

首長竜は中生代の化石爬虫類で，日本でもフタバス

ズキリュウなどの化石が発見されており，外国でも

ネッシーのモデルになるなど，おなじみの動物であ

る．分類群としての名称は Plesiosauria であり，「首

長竜」「長頸竜」「蛇頸竜」などの和訳・漢訳がある

が，いずれも同じ生物を示している．なお，「プレシ

オサウルス」という片仮名表記では一般名称としての

首長竜と Plesiosaurus 属とを区別できないことに注意

されたい．また，その名の示す通りに首の長い種類が

有名であるが，首の短い種類もおり，Plesiosauria と

いう学名にも首が長いという意味はない．

中生代には魚竜，モササウルス類，ウミガメ類，海

ワニ類などの様々な海生爬虫類が繁栄したことが知ら

れているが，三畳紀最後期から白亜紀末までの化石記

録を持つ首長竜はその中でも最も長い生息期間を持つ

生物の一つである．三畳紀には様々な海生爬虫類が登

場したが，後期までに多くが絶滅した．生き残った首

長竜はジュラ紀前期から繁栄し，同じく三畳紀から生

き残っていた魚竜が絶滅した白亜紀中期以降も海の大

型脊椎動物相の主要な構成要素であり，地理的な分布

域も南北の高緯度地方を含むなど，非常に広かったこ

とが分かっている．また，一般に「海生爬虫類」とし

て紹介される首長竜であるが，実は非海成堆積物から

も少数ながら報告されている（Dong，１９８０など）．日

本でも北海道や福島の白亜系を中心に数多く発見され

ており，保存状態が悪くて分類が難しい標本が大部分

を占めるものの，化石の産出層準の年代の解像度

が高いため，首長竜の層序・生物地理学的な分布の

研究に重要なデータを提供している（Sato et al .,

２０１２）．

２．恐竜との違い
首長竜が生息していたのは三畳紀後期から白亜紀末

までの期間であり，これは陸で恐竜が繁栄した時期と

ほぼ重なる．しかし，同じ時代に暮らしていた爬虫類

でも両者は様々な点で異なっている．ここでは骨学的

な特徴と系統的な関係に注目して違いを見てみよう．

恐竜と首長竜の骨格を比較すると，主要な違いは頭

骨と四肢の構造に見られる．まず頭骨では，恐竜類は

基本的に双弓類型と呼ばれる頭骨（眼窩の後方で上下
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二つの側頭窓がある）を持っているのに対し，首長竜

の頭骨は眼窩後方の上にだけ側頭窓がある広弓類型と

呼ばれる形状を持つ．余談になるが，著者はティラノ

サウルスなどの獣脚類恐竜の頭骨をしみじみ眺めるた

びに，穴や凸凹の多さに感心する．例えばティラノサ

ウルスの頭骨を横から見ると，眼窩と上下二つの側頭

窓に加えて外鼻孔も大きく，眼窩の前にも前眼窩窓が

あいている．そのため，恐竜に詳しくない人にティラ

ノサウルスの頭骨を横から見せて，数々の孔のどれが

眼窩であるのか当てさせてみると間違える人が多い．

これに対し，首長竜の頭骨には眼窩と上側頭窓と小さ

な外鼻孔しかないので，目の位置も間違えようがな

い．

四肢に関しては，恐竜は陸を踏みしめて歩く足を持

ち，特に二足歩行をする恐竜では前肢と後肢の違いが

はっきり表れる．これに対し，首長竜の四肢は泳ぐた

めに鰭状に変化している上に，前肢と後肢の形状は非

常に似ている．実際，首長竜の上腕骨と大腿骨は完全

であれば比較的容易に区別できるものの，肘から先・

膝から下は専門家でもほとんど区別できない．また，

個々の骨の形状も恐竜や人間の手足の骨とは全く異な

り指骨の数も増えているため，骨格を見せられても膝

や足首の位置が直観的にわかりにくい．この他，肩甲

骨や烏口骨，恥骨や坐骨といった骨が腹側で板状に広

がっており，恐竜の肩帯や腰帯の骨と位置や形状が違

うために対応がつきにくい．

首長竜と恐竜の系統学的な違いを理解するには，爬

虫類の主要な系統関係を理解する必要がある．有羊膜

類は鳥を含む爬虫類の系統と哺乳類に至る系統に二分

されるが，前者の系統は更に二分され，鳥類とワニに

代表される主竜類を含む系統である主竜形類と，トカ

ゲやヘビを代表とする鱗竜類を含む系統である鱗竜形

類に分けられる．恐竜類が主竜類に含まれることは

数々の系統解析などで示されているのに対し，首長竜

を含む鰭竜類はカメ類を姉妹群として持ち鱗竜形類

に含まれると考えられてきたが（e.g., Rieppel and

Reisz，１９９９；Li et al .,２００８），三畳紀の他の海生爬虫

類と近縁であるとする解析結果（e.g., Li et al .,２０１１）

やカメ類が主竜類である可能性も示されている（例え

ば平山，２００６）ことから，首長竜と他の爬虫類との系

統関係については確実なことは言えないというのが現

状である．

なお，先ほどの首長竜の頭骨の形状を示す「広弓

類」という言葉が出てきたが，この言葉は２０世紀の中

頃までは同様の頭骨を持つ他の爬虫類（魚竜類など）

も含む分類群の名称として用いられていたこともあっ

たが，最近は分類群の名称として使われることはほと

んどなく，頭骨の形状を示す言葉として使われること

が多いようである．なお，最近は双弓類型の頭骨から

一番下の「弓」が失われて首長竜の広弓類型の頭骨が

生じたと考えられている．

この他，恐竜類が殻つきの卵を産む卵生であるのに

対し，首長竜は胎生であったという違いもある．海生

爬虫類の胎生は実は珍しくなく，魚竜類やモササウル

ス類でも体内に子供を含む化石がある上に，首長竜よ

り古い時代の鰭竜類ケイチョウサウルスKeichousaurus

でも妊娠した状態の化石が見つかっている（Cheng et

al .,２００４）．また，首長竜の骨格の構造では上陸して

動き回るのが無理そうであることから，首長竜は胎生

であろうとはみなされていたが，証拠が見つからな

かった．しかし，アメリカで産出した妊娠した首長竜

化石の研究（O’Keefe and Chiappe，２０１１）によっ

て，ついに首長竜が胎生であることが示され，一度に

少数の大きな子供を産むという，現在のクジラ類など

に見られる生殖戦略を取る動物であったことも示唆さ

れている．

３．首長竜の起源と系統関係
先に述べた通り，首長竜は鰭竜類というグループに

属するが，鰭竜類にはこの他ケイチョウサウルスを含

むパキプレウロサウルス類，ノトサウルス類，板歯類

（プラコドン類）などが含まれる（Rieppel，２０００な

ど）．首長竜とそれ以外の鰭竜類との大きな違いは，

生息した年代と水生適応の度合いにある．首長竜以外

の鰭竜類の化石は三畳紀に限られているが，現在知ら

れている最古の首長竜は三畳紀最後期から見つかって

おり，その後のジュラ紀・白亜紀に繁栄した．また，

三畳紀の鰭竜類もある程度の水生適応を果たしていた

ことが骨格から伺われるものの，首長竜ほど徹底した

鰭型の手足を発達させたものは，首長竜とその近縁の

ピストサウルス類と呼ばれるグループにしか見られな

い．また，首長竜の化石が汎世界的に分布していて非

海成層からも見つかっているのに対し，三畳紀の鰭竜

類の化石の産出がテチス海沿岸と北米西部の海成層に

限られていることも対照的である．なお，近年の研究

で保存状態のよいピストサウルス類の化石が見つか

り，三畳紀の鰭竜類から首長竜が現れる過程について

の理解が深まりつつある（Cheng et al .,２００６；Sato et

al .,２０１０など）．

１９８０年代から中生代の爬虫類の系統解析が行われる

ようになったが，首長竜全体を対象にした系統解析が

出版されるようになったのは２００１年以降である．しか

し，主要なグループ（科レベル）間の系統関係につい

てはまだ議論が多い．従来の分類・系統解析で用いら

れてきた様々な形質に加え，最近では脳函の詳細な形

態形質もわかる標本も記載されるなどしていることか
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ら，新しい情報を加えて今後も議論が続くことと考え

られる．
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